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論 文 内 容 の 要 旨
1.著者のライフワークは視聴覚教育である。それを決定的に動機づけたのは1957年から3年間、
岩手県のへき村、一戸町面岸(お もぎし)で著者 自身が実践 した映画教育の研究である。この研
究記録は、1964年にrへ き地の視聴覚教育一ひとつの試み と研究一』(日本映画教育協会)と 題
して出版され、世に 「面岸調査」 としてその研究の先駆性を謳われた ものであるが、それは、こ
んにちのマルチ ・メディア時代を迎える直前の視聴覚教育の歴史的証言としてのみならず、映画
教育の実践 としてもほとんど感動的な研究記録である。著者は、 この研究を出発点 として 「映画
による態度変容」を爾後の研究課題と定め、戦前から国の内外において進められてきたものの、
当時までの学界ではまだ明らかにされてこなかった映画による態度変容のメカニズムの解明を企




















第1章 教職に対する態度の変容 一 認知的映画 と情緒的映画の比較`
第1節 認知的映画の優位性
第2節 シークエンスに対する反応の問題

















そのなかでも態度の変容および形成の問題を取 り扱った研究が必ず しも多 くないことを指摘する
教67
(第1節)。そ して数多の先行研究に検討を加えた上で、主要な研究対象たる態度 とは 「個人が
その個人をとりまく事物 ・人物 ・事態に対 して一定の傾向性をもった反応 ・行動を示す場合、そ
の反応 ・行動を誘発する心的準備状態である」と概念規定し、態度の構造を明らかにしたのち、
実験による態度測定の技法を開発 ・確立することに努め(第2節)、 一定の持続性を もつ態度の
変容過程を把握する実験的理論の枠組を、特定の刺激が受け手の態度の認知的側面の変化を惹起
したのち情緒的側面を変化させて態度が安定する過程と、その逆の過程 との二過程にひとまず大
別 し(第3節)、 さらに映画のもつ教育的機能を検討 して、映画が単に知識や技能の習得過程に
有効であるのみならず、 とくに態度や行動の変容と形成にとって大きな機能を果す点を論証する
(第4節)。以上のように、映画を媒介とする態度変容を検証するための理論的枠組を、サース
トン、キ ッシュラー、 メル リル、ホヴランドなどの先行諸理論 と照合 してその妥当性を検討 し、
さらに 「面岸調査」の研究成果にもとつ く知見もまた十分に組み込まれてい.る。
第1部 はそのテーマが示す ように、映画メッセージの構成が態度変容に及ぼす効果を考察した
ものである。それは二つの実験成果か ら成っているが、一つは教職(あ るいは教師像)に 対する
被験老の先入観およびそれにもとつ く態度が、異なった構成をもつ二種類の映画を見ることによ
ってどのように変容するかを実験 した ものであ り、もう一つは小学校高学年の児童を対象として、
異性に対す る態度が映画によって変容するか否か、またその変容が持続するかについて実験を試
みたものである。
第1章 「教職に対する態度変容」に関 しては、 ローゼ ンバーグやメル リルの先行研究を踏まえ
て、態度の認知的側面に強 く訴えるように作られた ドキュメンタリー風の映画、教職についての
理解を深め させる目的で作られた映画を認知的映画とし、それに対 して ドラマ風に構成され、子
どもたちと教師夫妻の心温まる生活を描いた情緒的映画とを、1それぞれの被験者集団に与え、映
画による態度変容過程を態度構造の認知的側面 と情緒的側面 とから考察 し、認知的映画の優位性
を検証できるか どうかを課題 とした。 この研究の第一のねらいは、映画によって教職に対する態
度を変容できるかどうか、さらに変容は持続 しうるかどうかを明らかにすること、第二に、(1)情
緒的映画 よりも認知的映画の方が この態度をより強 く変化させる、(2)映画の各 シークエ ンスの中
でも、認知的な訴え方のシークエンスが情緒的な訴え方のシークエンスよりも態度変容に強 く影
響する、という二つの仮説を検証することに置いた。方法としては、態度変容の測定のためにサー
ス トンの等現間隔法を基礎に作られた岸田元美の態度測定尺度を応用 し、各シークエ ンスごとの












実験群(映 画群)は 対照群(非 映画群)に 比 して教職に対する態度変容が明瞭に確認され、映画
の効果を検証 しえたこと、 しかし、前述の二つの仮説の うち仮説(1)は再度検証されたが、各シー
クエンスごとの反応分析では仮説②を検証することができなかった。
第2章 は、上記の調査の反省の上に立 って、 こんどは映画メッセージに対する被験老の自我関
与の強弱、コミュニケーター(この場合実験者)に 対する被験者の信愚性の高低、映画メッセー
ジに対する受け手の同一化の強弱がはっき りするような側面をとくに配慮 しながら、映画によっ























題とな り、あるいは 「望ましい視聴態度の形成」 といった問題として積極的に取 り上げられてき
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たことは事実であ り、その意味では映画による 「テレビ視聴態度の変容」 という問題は、優に著








密に作成 し、20の意見項 目に対応する尺度値を作成 している(第2節)。 この視聴態度測定尺度
値(VA)と 、視聴態度の顕在化 した視聴行動を時間とい う数量値から導き出したテ レビ視聴





いるかを分散分析法によって調査 ・分析 し(1976年、小学校3～6年 生対象、有効サ ンプル923






















る。著者はとくにこの映画の構成に留意 し、映画の主人公を被験者 と同学年(4年 生)と して自
我関与を強く感 じさせ、また主人公の良心をあらわすもう一人の主人公(二 役)の 目を通 して自
己を客観視 させる二面的 コミュニケーシ ョンの内容 としている。その結果、事後調査によって
VH・VAともに明瞭な減少傾向を確認 し、とくに長時間視聴児にその傾向を確認している(第2
節)。
第3章 は映画によるテレビ視聴態度変容 ・形成過程に作用する諸要因の分析が主題である。 こ
の章で使用される映画はすべて 「テレビに泣かされたボク」である。まず第1節 では、この映画
による態度変容 ・形成過程に、家庭 ・地域の諸要因がどのように作用 しているかを分析 している。
対象地としてとりあげられた二つの町はいずれ も農山村であるが、一方は基幹産業が農業であり、
1974～5年に全国放送教育研究会連盟(全放連)の 「地域 ぐるみ ・学校 と家庭を結ぶ放送利用運
動」推進地域に指定 され(全 国4ヵ所の うちのひとつ)、以来、社会教育 ・学校教育での放送利
用がさかんな地域である。他方は、同じ農山村であるが大セメント工場があ り、前者に くらべる
と都市化傾向が強いが、放送利用運動とは無縁である。前者では小学校4年生199名とその家庭、
後者では同 じく115名とその家庭が調査対象に選ぽれ、家庭調査 と児童調査とが別々に実施 され、
児童には映画による実験が行われている(1978年)。
実験 と調査のね らいは、映画によってテ レビ視聴態度が変容 し、VA・VHが減少するかどう
かの確認であるが、いうまでもなく、そのさい地域や家庭の要因がどのような影響を及ぼすかと
い う点が重要になる。その要因 として30項目が とりあげられ、4回 のVA・VH測定の結果がす
べてこの要因を もとに分散分析によって解析されている。その結果、VA・VHとも・に明瞭な減
少傾向を示 したのは放送利用の町であ り、放送非利用の町ではそれが下まわ り、長時間視聴児に
ついても同様であった。
第2節 は、一転 して映画の構成そのものが態度変容過程にどのような影響を与えるかの分析で
ある。 ここでは 「テ レビに泣かされたボク」が31のシークエンスに分解され、反応分析装置を通
して得られた反応の集積結果が分析されている(1978年)。その分析にさい して、著者は映画メ
ッセージに対する自我関与の強さとともに、と りわけ観客の 「同一化」現象を重視し、マレッヶ
やキ ッシュラーの主張を援用して自説を補強 しているが、ここでは実験の結果、観客(小 学校4
年生、60名)が映画の主人公に対して抱 く 「同一化」現象と、他方スクリーンに投影 された世界







聴番組の選択における変化を追跡 し、その結果、VHの 減少 とともにVPの減少も検証され、番
組を選んで見るという傾向のあらわれることが明らかにされている(1985年)。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
以上に見られるように、著者は、ある態度の変容にとって映画が有効であるかどうか、有効であ
・るとすれぽどのような要因によってかという問いを発 し続けてきた。そこから著者のほとんど執念
とも言 うべき映画教育への傾倒と教育的価値の優先 とい う姿勢を読みとることができる。それは、









来、映画(あ るいは他の視聴覚材)の 教育的機能の優劣をめ ぐる論議が、もっぱ らその技術的卓越






























ある。ただ、サース トン法の応用例のように、態度の尺度化をあま り精密に しようとするとかえっ





よび視聴覚教育史上でも稀な厚みのある研究成果を開示 しえた ことは高 く評価されてよいであろ
う。
なお参考論文として附された 「へき地の視聴覚教育一ひとつの試みと研究一」は冒頭に述べたよ
うに、著者の生涯の研究姿勢を決定 した 「面岸調査」の報告書であ り、その うち社会教育に関する
部分は1982年に英訳されて海外での声価を高めた論文である。また、もう「つの参考論文 「テ レビ
学校放送の教材性に関する研究」は、著者の長年にわたる放送教育の実践と研究の うち、テ レビ学
校放送の特性 と効果に関する論文三篇を精選 して編まれたものであ り、この分野での著者の実践即
研究とい う学風をよく示 した論文である。
以上によって、教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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